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香月泰男のアート・オブジェ〈おもちゃ〉をめぐる一考察
A Study on Kazuki Yasuo’s Art Objects“Omocha”

松尾　量子
MATSUO  Ryoko

Kazuki Yasuo (1911-1974), known as the painter of the "Siberia Series," has a group of art objects called 
" Omocha " made from discarded or unwanted objects. This essay confirms that the  " Omocha " are the 
starting point of Kazuki's artistic creation, and that they are deeply related to his paintings.

Ⅰ.はじめに
一般に〈シベリア・シリーズ〉の画家として知ら
れている香月泰男（1911−1974）には、空き缶や木
切れ、拾ってきた石など、身の回りにある廃棄物
や不要なものを使って作った〈おもちゃ〉と呼ば
れる作品群がある。〈おもちゃ〉は、1969（昭和
44）年にフォルム画廊で開催された「香月泰男身辺
展」において、初めて27点が非売品として公開され
た。香月は生涯に200を超える〈おもちゃ〉を作っ
たが、手放すことはなく、〈おもちゃ〉は香月の創
造と生活の場である自宅のアトリエや生活空間のあ
ちこちに置かれていた。この小論では、香月の〈お
もちゃ〉の系譜を辿りながら、香月にとって〈おも
ちゃ〉がどのような意味を持っていたのかについて
考えたい。

Ⅱ.学生時代の香月が作ったオブジェ
1931（昭和6）年に東京美術学校西洋画科に入学
した香月は、3年次から藤島武二（1867−1943）の
教室に所属するものの、師である藤島の指導を避け
続け、激高した藤島が、落第させると怒鳴ったこと
が伝えられている。香月は当時のことを次のように
回想している。

学生時代の藤島武二先生の指導法は、多くの
卒業生が言うように実に一方的であった。逃げ
おくれてつかまれば最後、否応なしにぶちこわ
して先生自身の絵にされる。私は私なりに描い
たものをぶちこわしにされてはと、私はその強
引さに辟易して逃避にこれつとめた。1

学生時代の香月は藤島の指導を避ける一方で、梅
原龍三郎（1888−1986）に傾倒し、国画会に出品す
るなど自分の絵画の模索を続け、卒業時には、師の
藤島に認められることになる。教職課程のために受
講していたデザインの授業では、提出した課題を図

案科の教授に激賞され、ポスターの懸賞で1等を取
るなど、後に画業に加えて本の装幀や挿絵の仕事を
精力的にこなす片鱗を見せている。また、キャン
バスの残りで作った財布や、使い切った絵の具の
チューブを集めて作ったオブジェを友人に自慢した
ことが伝えられている2。アトリエのゴミや不要物
から新しい何かを作り出すことは、画学生であった
香月にとっての楽しい遊びであったろうが、〈おも
ちゃ〉の原点であると言える。そして、香月自身が
後に「デッサン・素描するとは、ものを触覚を通し
て知る方法であると、私は今はそう思っている」3

と述べることになる独特のデッサンの萌芽と見るこ
とができる。

Ⅲ.戦時下の香月のオブジェと手仕事
　1）ハイラル時代の絵画のためのオブジェ
東京美術学校卒業後、香月は北海道の中学教師
を経て、1938（昭和13）年1月に下関高等女学校の
教諭となる。1939（昭和14）年には、第3回文部省
美術展（文展）で特選に選ばれるなど画家としての
キャリアも順調であった。しかし、1942（昭和17）
年12月、32歳で教育召集され、翌年春には本召集に
変更され満州のハイラルに送られた。終戦までは後
方勤務で、周囲の理解もあり、日本から絵の具を取
り寄せ絵を描き、展覧会に出品することも可能で
あった。後に「海

は い ら る

拉爾通信」と呼ばれることになる
家族に宛てた絵入りのハガキは、2年余りの間に351
通にのぼる。
1944（昭和19）年の1月中旬に書かれたと思われ
る「海拉爾通信」213信には、「これはすゞめだか
である。絵にもよし彫刻にもよい材料である。こ
れをいつか楽しんで描けることもあるだろう。」4

とあるが、1ヶ月余り鷹のデッサンを繰り返した後、
こぶし大の鷹の木彫をいくつか仕上げたことが伝え
られている5。気に入ったモチーフを繰り返し描き、
木彫を行うことは、対象物を自分のものとして把握
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するために香月が好んで行った画家としての「勉
強」であった。香月は鷹の絵を国画会展に出そうと
考えるが（219信）、描き始める前に鷹は死んでし
まう。224信には「飼っていた鷹も昨日人に頼んだ
為か朝行って見たら死んで居た。勉強の対象を一つ
なくして了った。」6と記している。しかし、その
後しばらくして鷹の絵が描き始められる（237信）。
結果的にこの年の国画会への出品には間に合わず、
完成した鷹の絵は婦美子夫人宛に送られたが、夫人
の手許には届いておらず、その存在は不明のままで
ある7。このエピソードは香月独特の対象物の理解
のプロセスを示すもので、鷹が死んだ後に鷹の絵を
描き完成させることができたのは、鷹を彫刻するこ
とによって、鷹の姿を把握していたからこそできた
ことだと指摘されている8。
「海拉爾通信」には、絵画のための「勉強」とは
別に、家族や自分のためにつくったいくつかのオブ
ジェについての記載がある。鷹の絵を描いていた
1944（昭和19）年4月頃のハガキには、あまに油を
受け取り「これでしばらく絵がかける｣(259信）とあ
るが9、物資が不足する中で画材を確保することが次
第に難しくなっていたようで、286信には「直樹の
印鑑を送ったが手なぐさみに作ったので変に考えな
い様に」と書き送っている10。夏頃には、絵の具と
あまに油を買っておいてくれるよう切実に頼むとと
もに「勉強しなくては死んだ人間も同じことだ。元
気である｣（296信）11と記されていることから、絵
が描けなくなる不安が大きくなっていたと思われる。
この年の文部省戦時特別美術展覧会に出展した《ホ
ロンバイル》（1944年）は、麻の袋をキャンバス代
わりにして描かれており、絵を描くための資材の不
足が切実だったことがわかる。この頃のハガキには、
梅の浮彫のあるパイプを作ったこと（318信）や鹿
に似たノロという動物の角で象眼したパイプ（320
信）を作ったことが記されている。ノロの角で作っ
たパイプについては、「今度のは会心の作と言える
かも知れぬ｣12とある。1945（昭和20）年に入ると画
材の入手が困難になったようで、夫人を安心させる
ように「今の自分の生活は天が自分へあたへてくれ
た休憩の時だと思って居る。又必死になって仕事し
なくてはならぬ昔の生活が来ることだろう。」（330
信）と書き送っている13。

　2）シベリア抑留時代の香月を支えた手仕事
終戦後、シベリアに送られた香月は、1945（昭和
20）年11月の終わりから翌年の春までの半年間を過
ごしたセーヤの収容所での過酷な時期に、木切れや
金属片などを器用に加工して、パイプやスプーンを
作っている。スプーンを作った時のことについて、
後に「日本に帰ったら、このスプーンで、黒豆の煮

たのをすくって腹いっぱいたべてやろうと思いなが
ら作った」14と回想している。また、人と話をする
よりも、一人黙々と手を動かす方が気がまぎれたと
記している15。一日一日を生き抜くことが難しい状
況の中で、自分の手で何かを作り出すことができる
と確認することは、香月にとって生きるための救い
であったと思われる。それは、絵を描くことができ
ない中で、自分の中に美術家としての手の感覚がま
だ保たれていることを確認するための手立てでも
あったのではないだろうか。
収容所時代に作られたパイプやスプーン等は、飯
盒や水筒、軍帽、手製の糸巻、そして絵の具箱と共
に日本に持ち帰られ、生涯、アトリエに置かれた。
香月が亡くなる年に雑誌『ミセス』に掲載した「人
形のバラード」第2回〈遍歴の一隅〉には、アトリ
エの一隅にシベリア時代のものが置かれている写真
が掲載されている。香月は「こんなものをさっぱり
と取りはずす時が来ればと時々思う。何も貼りつけ
のない壁面がどんなにかさわやかでよかろうにと思
う。が、それは私が私でなくなった時できることか
もしれぬ。まあ当分はこのままになっていることだ
ろう。」16と述べている。

Ⅲ.〈シベリア・シリーズ〉のためのオブジェ
1947（昭和22）年5月にシベリアから帰国した香
月は、下関高等女学校に復職すると共に、画業を再
開し、後に〈シベリア・シリーズ〉に組み入れられ
ることになる《雨》（1947年）、《埋葬》（1947
年）を描いているが、《鉄棒》（1947年）など数点
のオブジェも制作している。その後シベリアを題
材とした絵画は中断され、1950年代後半に再開さ
れる。1960（昭和35）年には、〈シベリア・シリー
ズ〉として《ホロンバイル》《避難民》《運ぶ人》
《穴堀人》《涅槃》が描かれたが、このうち《ホロ
ンバイル》と《避難民》は、最初にオブジェが作ら
れ、その後にスケッチが重ねられたことが明らかで
ある17。〈シベリア・シリーズ〉は、香月が記憶を
蘇らせて描いたもので、香月のアトリエには、シベ
リアを描き続けるために必要なものが置かれていた
が、この二つの作品に描かれたのは、香月自身の過
酷な労働や死者を弔う絵を描いたといった主体的な
体験の記憶ではなく、ホロンバイルの沙漠での思考
の記憶であり、避難民を乗せた貨車を傍観するしか
なかった記憶である。そのため、それらを描くには、
手を使ってオブジェをつくる香月独特の思考のプロ
セスが必要だったと考えられる。江尻は、香月のオ
ブジェ制作について香月は対象やイメージを捉える
ために触覚性を重要視し、モチーフを立体化するこ
とによって「手で考えさせている」18と述べている。
同じ年に描かれた〈シベリア・シリーズ〉の《運
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ぶ人》についてもオブジェ（fig.1）がある。《運ぶ
人》については、異なるタイプのスケッチや油彩
画が多く残されており、オブジェについても写真
によって背負う荷物が違っている。自筆解説文に
ある極寒の中を重い荷物を担いで運ぶ「運動機械
と化した奴隷」19を描くための試行錯誤が行われて
いたことがわかる。《運ぶ人》のオブジェは早い時
期の〈おもちゃ〉の一つであるが、この時期の香月
は〈シベリア・シリーズ〉と並行して、動く人をモ
チーフとした絵画を描いており、シベリアからの帰
国後間もない頃に制作された《鉄棒》（1947年）な
ど人の動きをモチーフとしたオブジェとの関連性が
指摘されている20。1952（昭和27）年頃に撮影され
たアトリエの写真には、椅子に座る香月の傍に動く
人のオブジェがいくつか置かれている。

Ⅳ.五木の子守人形と〈おもちゃ〉
1967（昭和42）年４月に〈シベリア・シリーズ〉
32点を掲載した画集『シベリヤ』（求龍堂）が刊行
された。８月には画集の刊行を記念した展覧会が開
催され、NHK教育テレビで「鎮魂の画集・戦争と
絵画」が放映されるなど、香月の名前は広く知られ
るようになっていた。この年の秋から翌年の春にか
けて、香月は、シベリア抑留時代の友人からの依頼
により、熊本県五木村の郷土民芸品のデザインに取
り組んでいる。香月が考案したのは、五木の子守歌
にちなんだ「子守人形」である。この人形は、「素
朴な民謡の心を伝える芸術性高いものに。しかも、
細工に不慣れな人にもでき、仕事も早く、大量生
産も可能なように」21、６つの角材を接着剤で貼り
合わせ、赤、黒、白、緑の4色で彩色されたもので
あった。角材で構成するという発想は、五木の子守
歌の素朴さを表現するためと言われるが、《鳩と青
年》（1954年）など1950年代の香月の平面によって
立体を表現する絵画とも関連性を持つと考えられる。

五木村森林組合の横に建てられた小さな工場で作ら
れた子守人形は、不思議な素朴さが人気を呼び、京
阪神方面からも注文があった。
香月が〈おもちゃ〉を最も熱心に作ったのは、
1968（昭和43）年であったとされるが22、五木の子
守人形がその契機の一つだったかもしれない。香月
は、木切れや空き缶など、身の回りの不要物に手を
加えて、〈おもちゃ〉を作ったが、それは香月でな
ければ生み出すことのできない一点もののアート・
オブジェである。子守人形は、土産物として販売す
るために安価にそして特別な技術がなくても製造で
きることが必要であったから、デザインの試行錯誤
が繰り返されたと思われる。香月の〈おもちゃ〉の
多くは、人や動物の動きを表現するため、木切れの
胴体にTVアンテナや銅版で作った手足がつけられ
ることが多いが、1969（昭和44）年に作られた《母
と子》（fig.5）では、胴体にミニマムな鋸目を入れ
るだけで親子の腕の動きが表現されており、子守人
形のデザインとの共通点を見いだすことができる。

Ⅴ.おもちゃ
〈おもちゃ〉は、1969（昭和44）年11月にフォル
ム画廊で開催された「香月泰男身辺展」において、
初めて27点が非売品として公開された。翌年の『芸
術新潮』の「初公開の香月泰男の玩具」と題した展
覧会評には「氏にとってこれらは単なる玩具ではな
く、作画のためのエスキースともいうべきもの」で、
「能動的に形をつくったというよりもむしろ、大工
の捨てた木端や、河原の石、また雑誌の口絵などが
氏に働きかけて形とさせたように思われる。作家と
素材との出会いの神秘をみる思いがするのである
｡｣23と記されている。1970（昭和45）年には、日本
橋高島屋において、「オモチャと版画による香月泰
男展」が開催され、福島慶子を編者とする写真集
『香月泰男のおもちゃ篚』（1970年　求龍堂）が刊
行された。この時点で約100点が公表されている。

　1）1枚の銅版から作られた最初の〈おもちゃ〉
婦美子夫人によると、最初の〈おもちゃ〉は、1
枚の銅版からつくったキリスト像である24。1954
（昭和29）年の三隅川の氾濫により床上浸水した香
月家は、4回に分けて建て替えられた。工事は最初
に玄関、台所、アトリエ、次に母屋、蔵、離れの
順に行われ、玄関のステンドグラスの下には、「Y. 
Kazuki 58」と刻まれている。1960（昭和35）年3月
に教員生活に終止符を打った香月は、工事現場に顔
を出していたという。キリスト像は、蔵から出た銅
版を細く切り､折り曲げたり畳んだり捻ったりして
作られている。香月はできあがったキリスト像を夫
人に見せて、手足を別につけたりせずに1枚の銅版

fig.1　運ぶ人　1959年頃
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からつくったことが「ミソ」だと自慢し、夫人が褒
めると嬉しそうにして、思いつくまま次々につくる
ようになったという25。1枚の銅版から出来上がり
を予測して、立体をつくりあげることについて、源
弘道は、そのプロセスを折り紙になぞらえ、おも
ちゃづくりは、「香月独特のデッサン理論の実践の
場」ではないかと述べている。香月本人は、「頭の
中で立体の平面図を描く。それも一本の線で。そ
れが私のデッサンです」と言ったという26。これは、
香月がモチーフを繰り返し描き、木彫りやオブジェ
をつくることによって会得した独特のデッサンであ
り、香月の絵画の原点であると言える。

　2）モチーフと技法
香月の〈おもちゃ〉のモチーフは、普通の人々、
動物、サーカス、キリストやマリアなどに分けるこ
とができるが、このうち宗教的なモチーフを題材に
したものは、前述したように一枚の銅版から切り出
してつくられている。1956（昭和31）年から翌年に
かけて、福島繁太郎27に誘われて初めてヨーロッパ
を旅した香月は、ロマネスク美術に魅せられ、〈シ
ベリア・シリーズ〉を特徴づける独特の「顔」と
カーボン・ブラックを確信する。このヨーロッパ旅
行は、香月の〈シベリア・シリーズ〉に重要な意
味を持つものであるが、福島の妻慶子は、〈おも
ちゃ〉の宗教的なモチーフは、ヨーロッパ旅行で名
画から受けた「感銘の追憶のようなもの」かもしれ
ないと述べている28。蔵から出た廃材の銅版が、香
月に磔刑のキリストを想起させたのか、ヨーロッパ
の中世美術から受けた感銘の記憶が、廃材に新しい
命を与えることになったのかはわからないが、『香
月泰男のおもちゃ篚』に「後記にかえて」として掲

載された香月の手書きのメモには以下のように記さ
れている。

人間から見捨てられたもの達にもう一変人間
の関心を与えようとした。（一寸表現がオー
バーか）本当はこんななかばじかんつぶしか気
分転換くらいつくったものをすすめられと言っ
ても本にするなど身のほど知らぬことである。
しかし考えようでは芸術と呼ばれているものが
その創生時に於いては一種のあそびかたわむれ
から生まれたと思われる。遊びながら形のある
ものが出来るのでついついこんな数になって我
ながらおどろく。作るのは主として冬の間、仕
事場のストーブの側で作った。案外本業の制作
より熱が入ったかも知れん。作る時は何も無我
の境地ではないが刃物を使うのでくだらぬこと
は考えぬことにしている。仕事中はタバコは無
用だから健康でよい。余技と言われるものだか
ら他人にも一寸威張って見てもらえる。つまら
ぬものでも私の一生の一しゅん主義して作った
もの達である。これは人間が創られる場合でも
言えそうなことだ。29

香月の〈おもちゃ〉の魅力は素材と運動感にある
とされるが30、それは、素材の中に一瞬で形をみい
だすことができる香月独自のデッサン力によるもの
である。一枚の銅版から、迷うことなく立体を切り
出す手法は、宗教的なモチーフの他、蛇や龍、トン
ボ、蝸牛、フクロウなどにも見ることができるが、
蛇や蝸牛などは、素材や技法の組合せを代えて作ら
れている。いずれも素材の特性を生かしたユニーク
な造形である（fig.3）。
人や動物の多くは、《サーカス人形》（fig.4）に
見られるように木材の胴体に銅版を打ち出して表情
をつけた顔とTVアンテナや銅版、釘などの手足が
付けられており、動きの瞬間が峻逸に表現されてい
る。《母と子》（fig.5）では、胴体部分は荒削りの

fig.3　蛇

fig.2　キリスト
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木材で、母と子の手の動きが、鋸目でつけられたミ
ニマムな線で表現されているのに対して、母の足は
TVアンテナ、子どもの足は細い銅版で作られてお
り、この素材の違いによって、子どもが母に飛びつ
くように抱きつく瞬間が表されている。香月がおも
ちゃをつくりだす様を、福島慶子は次のように回想
している。

材料は何でもよかったようで、往来でちょっ
としたものを拾ってこれを生かしてしまう。例
えばここにワインの栓などがあって釘が四本あ
るとする。おしゃべりをしながら豚をつくって
しまう。首がほしい、とこう見まわしてその辺
から何かしら見つけ出し、首にして絵具でチョ
チョッと目鼻をかくとこれで一つのおもちゃが
できてしまう。老羊というのがあるが、これは
ヨボヨボしてなさけなそうな老いた山羊である。
元はただの木のかけらだったのが、腐ったよう
なそのかけらをある角度からみると、髭や皺な
どつけなくてももう他の何にも似てない山羊な
のである。落ちている時には誰もそうはおもわ
なかったのが、こうしてみると山羊としか考え
られないのだった。31

　3）香月と〈おもちゃ〉
香月が〈おもちゃ〉を本格的に作るようになるの
は、1968（昭和43）年頃である。この頃の香月は、
〈シベリア・シリーズ〉の画家として高く評価され
るようになっており、1969（昭和44）年に第1回日
本芸術大賞を受賞している。しかし、心臓病の悪化
によって、冬場は外に出ることを控えるようになっ
ていた。そのためおもちゃづくりは、主に冬の間の
気晴らしであったが、香月自身が「案外本業の制作

より熱が入ったかも知れん。」32と述べており、単
なる気晴らし以上の意味があった。〈おもちゃ〉の
モチーフの中には、動く人や動物など絵画のモチー
フと共通するものが散見されるが、〈おもちゃ〉を
作ることで、香月は自身の絵画のモチーフを再度立
体化し、検証していたのではないだろうか。1972
（昭和47）年に雑誌『芸術新潮』に連載された「画
家のことば」には、以下のような一節がある。

玩具づくりだから、油絵だからなどという違
いはない。そして残るということになると、全
く作者の関知しないことだから、いつか先の時
代に、香月という玩具作りは油絵も描いたとい
うことになるかもしれない。後世にのこるもの
は、自分が思ったものは残らないのだ。33

fig.4　サーカス人形

fig.5　母と子　1969年

fig.6　山羊
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ここには、〈シベリア・シリーズ〉によって、高
名な画家となった香月の心情が表れていると思われ
る。
香月は〈おもちゃ〉を生涯手放すことはなく、亡
くなる年に雑誌『ミセス』に掲載された「人形のバ
ラード」には、自宅やアトリエのあちこちに〈おも
ちゃ〉が吊り下げられていた様子が記されている。
香月自身が〈おもちゃ〉の早い時期のものであり、
「初心に徹したもの」と述べた人形たちは、香月夫
妻の部屋の予定であったところに休息の場が与えら
れていた。アトリエには、最初はアクセサリーのつ
もりであったが、数が増えすぎて「今ではいやらし
ささえ感じる」としながらも、絵具を調合するため
のキャビネットの上に、香月を見下ろすように吊り
下げたサーカス人について、「私にとっては一番身
近な連中である。」と述べている。34

Ⅵ.おわりに
香月にとって〈おもちゃ〉を含むオブジェをつくる

ことは、楽しい遊びであると同時に、香月独自のデッ
サンを修練することであった。香月は自宅のアトリ
エや生活空間のあちこちに〈おもちゃ〉を置き、その
存在を隠すことはなかったが、積極的に公開するこ
とはなかった。それは、香月にとっての〈おもちゃ〉
が、創造の原点であると同時に、絵画制作のため
のデッサンであり、思考のプロセスとしての役割を
持っていたためだと考えられる。非売品ながら〈お
もちゃ〉が公開されたのは、画集『シベリヤ』が刊行
され、〈シベリア・シリーズ〉の画家としての地位が
確立された後のことである。本稿では、学生時代の
オブジェに始まる香月のアート・オブジェとしての
〈おもちゃ〉が、香月の創造の原点であり、絵画作品
と深い関わりを持つものであることを確認した。香
月自身が言うように、芸術のはじまりが一種の遊び
やたわむれの中にあるとするなら、〈おもちゃ〉は香
月の全体像を捉える上で重要な意味を持つと考える。
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